
大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察

要
旨

わ
が
国
の
看
護
婦
(
士
)
養
成
教
育
制
度
は
、
中
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し

た
準
看
護
婦
課
程
(
二
年
制
)

か
ら
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
看
護
婦

課
程
(
三
年
制
)
な
ら
び
に
四
年
制
大
学
看
護
学
部
ま
で
複
数
の
課
程
が
並
列

し
て
い
る
。
医
療
界
に
お
け
る
看
護
婦
の
役
割
の
増
大
に
と
も
な
い
、
今
後
現

職
看
護
婦
の
職
能
開
発
の
た
め
の
大
学
の
学
士

(
看
護
学
)
と
修
士
・
博
士

(
看
護
学
)

の
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ア
メ

リ
カ
の
大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
、
成
人
教
育
学
的
観
点
か
ら
、
と

く
に
現
職
の
成
人
学
生
の
教
育
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

成
人
教
育
学
(
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
1

自
己
決
定
学
胃
、
学
習
契
約
書

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宵
脇
陽
三
)

宮

陽

脇

lま

じ

め

今
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
学
看
護
学
部
に
は
、
他
の
多
く
の
学
部
よ
り

も
高
い
割
合
で
、
成
人
学
生
が
修
学
し
て
い
る
。
現
職
の
看
護
婦
に
対
し
て
、

学
士
(
看
護
学
)

の
学
位
の
取
得
を
要
請
す
る
社
会
的
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
で
は
学
生
の
平
均
年
齢
は
二
七
歳
で

あ
り
、
既
婚
者
は
五
O
%
、
ま
た
子
持
ち
の
既
婚
者
は
二
九
%
、
さ
ら
に
常
勤

の
勤
務
者
は
八
二
%
、
看
護
婦
の
五
年
以
上
の
経
験
者
は
六
七
%
と
な
っ
て
い

る
O 

こ
の
小
論
で
は
、
大
学
看
護
学
部
の
教
育
課
程
を
便
宜
的
に
い
ち
お
う
現
役

学
生
の
多
い
前
期
教
育
課
程
(
第
一
、
第
二
学
年
)
と
、
成
人
学
生
の
多
い
後

期
教
育
課
程
(
第
一
二
、
第
四
学
年
)
と
に
区
分
し
た
。
と
く
に
後
期
教
育
課
程

せコ
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を
履
修
し
て
い
る
成
入
学
生
の
教
育
問
題
を
取
り
あ
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
成

入
学
生
の
持
つ
豊
か
な
人
生
経
験
を
学
習
資
源
と
し
て
活
用
し
、
成
入
学
生
自

身
の
主
体
的
な
判
断
と
行
動
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
自
己
決
定
学
習
活
動

(
印
巾
ロ

l

岳

2
2巾
(
二
巾

R
E
5岡
山
円
台
〈
ユ
可
)

(
N
e

出
ω)
を
特
質
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の

成
人
教
育
学
者
ノ

1
ル
ズ

(
沼
田
一
円
。
-
E
∞
穴
口
。
巧

-2・
同
市
V
H
ω

)
の
成
人

教
育
学
(
白

E
Z向
。
句
)
の
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
は
、
第
三
学
年

編
入
学
の
成
人
学
生
を
対
象
と
す
る
教
育
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
と
も

に
、
ま
た
自
己
決
定
学
習
活
動
を
十
分
に
経
験
し
得
る
よ
う
な
系
統
的
な
看
護

教
育
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
看
護
協
会
(
〉
Z
〉
)

は
看
護
学
教
育
を
、
①
大
学
看
護
学
部
で

の
基
礎
教
育
と
、
②
大
学
院
看
護
学
研
究
科
(
修
士
・
博
士
課
程
)
と
、
③
継

続
教
育
と
の
三
一
段
階
に
区
分
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
③
継
続
教
育
段
階
を
対
象

と
し
た
自
己
決
定
学
習
活
動
に
よ
る
継
続
教
育
基
準
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
看
護
学
継
続
教
育
基
準
に
よ
れ
ば
、
自
己
決
定
学
習
活
動
と
は
学
習
者

が
学
習
過
程
に
お
い
て
自
発
性
と
責
任
を
取
る
よ
う
な
活
動
で
あ
る
。
自
己
決

定
学
習
活
動
に
は
、
学
習
者
自
身
が
設
計
す
る
学
習
過
程
と
、
他
者
が
設
計
す

る
学
習
過
程
と
の
二
種
類
が
あ
る
。

自
己
設
計
に
よ
る
自
己
決
定
学
習
活
動
過
程
は
、
①
計
画
、
②
実
行
、
③
評

価
、
④
報
告
書
の
作
成
と
い
う
四
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
通
常
の
学
校
教
育
に
お
け
る
学
習
指
導
法
と
比
べ
る
と
、
④
報
告
書
の

作
成
と
い
う
段
階
が
、
成
人
学
習
で
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

報
告
書
の
作
成
(
号
円

=
B
S
E
5ロ)
と
は
ラ
テ
ン
語
の
号
2
5
(教
え
る
、

/又

伝
え
る
の
意
)
が
語
源
で
あ
る
。
古
代
か
ら
人
間
は
知
識
を
教
え
、
伝
え
る
こ

と
で
文
明
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
知
識
は
表
現
し
て
こ
そ
資
産
と
な
る
。
知
識

は
伝
え
て
こ
そ
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
知
識
や
着

想
を
文
書
に
よ
る
報
告
書
(
号
2
B
E
C
に
表
現
し
て
、

人
に
伝
え
、
互
い

に
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
、
よ
り
高
い
知
識
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。自

己
決
定
学
習
活
動
の
し
め
く
く
り
と
な
る
文
書
に
よ
る
報
告
書
は
、
ア
メ

リ
カ
看
護
協
会
や
各
州
看
護
婦
免
許
状
認
定
団
体
等
が
作
成
し
た
、
所
定
の
自

己
決
定
学
習
活
動
に
よ
る
継
続
教
育
基
準
に
照
ら
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
教
育
の
特
色

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
教
育
の
特
色
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

①
第
三
一
学
年
編
入
学
生
に
固
有
な
問
題

②
自
己
決
定
学
習
能
力
の
修
得

③
看
護
学
科
の
所
定
科
目
の
履
修
に
あ
た
っ
て
、
学
習
契
約
書
の
作
成
と
臨

床
実
習
へ
の
配
属

④
第
三
学
年
編
入
学
以
前
の
既
習
科
目
単
位
数
を
大
学
看
護
学
科
の
所
定
科

目
単
位
数
に
読
み
替
え
て
認
定
す
る
こ
と

⑤
学
習
資
源
と
し
て
学
生
を
活
用
す
る
こ
と

⑥
授
業
日
程
の
弾
力
的
運
営

⑦
教
育
課
程
の
問
題
解
決
学
習
法
に
よ
る
運
営



⑧
内
発
的
動
機
づ
け
に
よ
る
学
習
活
動
の
活
性
化

⑨
学
習
相
談
指
導
を
重
視
し
た
学
習
環
境
づ
く
り

⑩
学
習
評
価
の
あ
り
方

⑪
学
習
契
約
書
の
作
成
手
続
き
の
標
準
化

ア
メ
リ
カ
看
護
協
会
は
一
九
六
五
年
の
『
看
護
白
書
』
(
ケ

NE)
の
中
で
、

「
登
録
看
護
婦
免
許
状
の
取
得
を
志
望
す
る
す
べ
て
の
人
の
教
育
は
、
高
等
教

育
機
関
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
言
し
た
。
そ
の
う
え
、
こ
の

「
看
護
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
初
級
看
護
業
務
従
事
者
の
養
成
教
育
の
最
小
限
必

要
な
段
階
は
、
大
学
看
護
学
士
取
得
課
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の

で
あ
る
。

全
米
看
護
協
会
に
よ
る
一
九
六
五
年
の
提
言
は
、
今
日
で
も
な
お
看
護
業
界

で
の
論
争
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
看
護
業
界
へ
の
就
職
志
望
者
に

対
し
て
、
同
じ
趣
旨
の
声
明
書
を
採
択
し
た
看
護
婦
業
界
団
体
が
多
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
看
護
婦
業
界
で
は
依
然
と
し
て
意
見
が
分

裂
し
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
の
看
護
婦
養
成

教
育
機
関
は
、

二
年
間
の
準
学
士
(
看
護
学
)
課
程
と
、
三
年
間
の
看
護
婦
免

許
状
課
程
と
、

四
年
間
の
学
士
(
看
護
学
)
課
程
と
い
う
三
段
階
で
看
護
婦
養

成
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
看
護
学
士

(
回
田
内
『
巾
-
。
『
。
同
∞
門
戸
巾
ロ
円
巾

5

Z己
『
印
百
四
)

の
学
位

は
、
登
録
看
護
婦
免
許
状
(
同
Z
)

の
基
礎
資
格
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
は
看
護
婦
の
就
職
条
件
と
し

て
は
、
看
護
学
士
(
∞
∞
Z
)

が
最
低
限
必
要
な
資
格
と
し
て
要
求
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
病
院
で
の
副
院
長
で
あ
る
看
護
部
長
や
各
科
病
棟
の

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宵
脇
陽
三
)

看
護
婦
長
や
保
健
所
の
保
健
婦
な
ど
は
看
護
学
士
の
取
得
が
必
要
条
件
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

そ
の
ほ
か
に
も
看
護
学
士
の
学
位
は
、
看
護
関
係
の
研
究
職
員
や
相
談
業
者

や
教
育
職
員
や
臨
床
職
員
の
志
望
者
に
と
っ
て
は
一
番
目
の
関
円
で
あ
る
。
近

い
将
来
に
は
看
護
学
士
の
学
位
は
専
門
看
護
婦
免
許
状
取
得
者
と
し
て
の
登
録

に
必
要
な
条
件
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
現
在
の
準
学
士
や
看
護

婦
免
許
状
の
取
得
者
は
、
学
士
(
看
護
学
)
取
得
の
た
め
に
、
大
学
看
護
学
部

の
後
期
教
育
課
程
に
編
入
学
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る

こ
こ
で
日
本
の
看
護
婦
養
成
教
育
制
度
の
現
状
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
日
本
の
看
護
婦
養
成
教
育
制
度
は
〔
第
1
図
〕
(
∞

h
g
、
ま
た
看
護
教
育

系
統
は
〔
第
2
図
〕
(
∞
い
ご
、
ま
た
三
年
制
看
護
婦
教
育
課
程
は
〔
第
1
表〕

(∞い
C
)

、
さ
ら
に
四
年
制
医
療
福
祉
大
学
の
保
健
学
部
看
護
学
科
の
教
育
課
程

は
〔
第
2
表
〕
、
〔
第
3
表
〕
、
(
第
4
表
〕
、
ま
た
同
学
科
の
授
業
科
目
一
覧
は

〔第
5
表
〕
に
一
不
す
通
り
で
あ
る
。

日
本
の
看
護
婦
養
成
教
育
制
度
で
は
、
中
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
二
年

制
准
看
護
婦
課
程
か
ら
、
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
三
年
制
看
護
婦
課

程
な
ら
び
に
四
年
制
大
学
看
護
学
科
ま
で
複
数
の
課
程
が
並
列
し
て
お
り
、
そ

の
う
え
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
が
途
中
で
連
結
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
最
終
的
に

は
ど
れ
も
看
護
婦
・
助
産
婦
・
保
健
婦
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
四
年
制
大
学
保
健
学
部
看
護
学
科
を
卒
業
し
た

場
合
に
は
、
学
士

(
保
健
学
)
と
看
護
婦
・
保
健
婦
・
助
産
婦
の
国
家
試
験
の

受
験
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ブL
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日本の看護教育制度〔第 1図〕

，--------(入学資格)

(1) 3年以上の業務経験を

有する准看護婦

(2)高校を卒業している

准看護婦

看護婦学校養成所

2年(定時制3年)

看護婦学校養成所

3年(定時制4年)

"" o 

(厚生省健康政策局看護課監修。
平成 6年度看護関係統計資料集。
日本看護協会出版会。 30，1994.) 

現実には

約90%が
高等学校卒業後に
准看護婦養成所に
入学している。

高等学校卒業

園学校養成所の下段は修業年限。



日本の看護教育系統

一
年 看護大学

過
高 校 看護短大

*看護婦養成所

程

看
准看護婦養成所 業務経験3年一 *看護婦養成所

護

婦

士

年
看護短大

*高校衛生看護科 看護高校専攻科

過 *看護婦養成所

程

r疋'-. 時 制l 高 校
看護短大

(連携教育)
看護高校専攻科

*看護婦養成所
准看護婦養成所

准

看 准看護婦養成所

護

婦

士
*高校衛生看護科

(第 2図〕

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宵
脇
陽
三
)

辺
歳

年齢

岡(1)牢印は定時制課程あり，修業年限 1年延長。
~ (2)保健婦，助産婦の修業年限は，看護教育修了後 I年(法律上は 6月以上)である。

(厚生省健康政策局看護課監修。平成 6年度看護関係統計資料集。日本看護協会出版会， 31， 1994) 

21 
歳

20 
歳

四
歳

18 
歳

17 
歳

日
歳

日
歳

"" 
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日本の 3年制看護婦(士)養成教育課程

科 目
時間数

備考
講義 実 習 計

人文科学 2科目 60 60 

量官
社会科学 2科目 60 60 

自然科学 2科目 60 60 

外国語 120 120 

保健体育 60 60 実技を含む。

小計 360 360 12% 

医学概論 30 30 

解剖生理学 120 120 

生化学 30 30 

昔専基

栄養学 30 30 

薬理学 45 45 

病理学 75 75 

微生物学 45 45 

公衆衛生学 30 30 

社会福祉 30 30 

関係法規 30 30 

精神保健 45 45 

小計 510 510 17% 

基礎看護学 300 300 

看護学概論 45 45 

基礎看護技術 195 195 

臨床看護総論 60 60 

成人看護学 315 315 

成人看護概論 15 15 

成人保健 30 30 

成人臨床看護 270 270 

老人看護学 90 90 

老人看護概論 15 15 

老人保健 15 15 

老人臨床看護 60 60 

専科門目

小児看護学 120 120 

小児看護概論 15 15 

小児保健 30 30 

小児臨床看護 75 75 

母性看護学 120 120 

母性看護概論 15 15 

母性保健 30 30 

母性臨床看護 75 75 

臨床実習 1035 1035 

基礎看護 135 135 

成人看護

老人看護

小児看護 135 135 

母性看護 135 135 実習:総時間の34.5%

小計 945 1035 1980 66% 

言十 1815 1035 2850 95% 

専門基礎科目，専門科目

選択必修科目 150 のうちから選択して講義

叉は実習を行う。 5%
1口込 計 3000 100% 

〔第 1表〕



4年制保健学部看護学科の教育課程(その 1) 

授業科目の名称
授業を 単位数

時間数 成績 備 考
行う年次 必修 選 択 自 由

文学 1・2・3・4 2 30 人文系から 4単位以上

演劇論 1.2・3・4 2 30 (生命倫理・医学/医療

心理学' 1.2・3・4 2 30 史を含む)履修のこと

哲学 1・2・3・4 2 30 

コミュニケーション概論 1・2・3・4 2 30 *印は助産婦課程選択

文社ぷ人4< 、
人間学事 1・2・3・4 2 30 者の必須科目

法学 1・2・3・4 2 30 

長李2十

社会学' 1・2・3・4 2 30 

経済学 1.2・3・4 2 30 

統計学 1・2・3・4 2 30 

数学 1・2・3・4 2 30 

物理学 1・2・3・4 2 30 

化学 1・2・3・4 2 30 

生物学 1・2・3・4 2 30 高は校こでの生科物目的を選未履択悼を勧の学め生る

国際医療福祉論 1.2・3・4 2 30 

東南アジアの経済・社会・文化 1・2・3・4 2 30 

総 国 国際関係論 1・2・3・4 2 30 
国際系選択科目より

際 国際経済論 1・2・3・4 2 30 

ぷ口〉 日本の社会事情と医療
4単位以上履修のこと

系 1・2・3・4 2 30 
授業科目

地球環境論 1・2・3・4 2 30 
の概要

教 英語1-1 1 2 60 

英語1-2 1 2 60 

育
英語1-3 1 4 120 

英語11-1 2 2 60 

外
英語11-2 2 2 60 

英語回一 I 3 2 60 

英語i11-2 3 2 60 
国

英語N 4 2 60 

フランス語I 1・2・3・4 2 60 
E苦

フランス語H 1.2・3・4 2 60 

ドイツ語I 1・2・3・4 2 60 

系
ドイツ語H 1・2・3・4 2 60 

スペイン語I 1・2・3・4 2 60 

スペイン語H 1・2・3・4 2 60 

中国語I 1・2・3・4 2 60 

中国語H 1・2・3・4 2 60 

1信草t 長
保健体育理論 1 l 15 

保健体育実技 1 1 45 

小 18 58 1，680 

〔第 2表〕
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4年制保健学部看護学科の教育課程(その 2) 

授業を 単位数
授業科目の名称

行う年次 必 修 選 択 自 由
時間数 成績 備 考

医療福祉法制/行政論 1・2・3・4 2 30 

情報科学 1・2・3・4 l 30 

情報科学演習 1・2・3・4 1 30 

医療統計学 1・2・3・4 2 30 

社会福祉学 1.2・3・4 2 30 

生命倫理 1・2・3・4 2 30 

医用福祉機器論 1・2・3・4 2 30 

医学/医療史 1.2・3'4 2 30 
専

人間工学 1・2・3・4 2 30 

門 医療管理学I 1・2・3・4 2 30 

医療管理学H 1・2・3・4 2 30 

基 解剖学 I 2 60 

生理学 I 2 60 
礎

病理学 1 2 45 

栄養学 1 l 30 

生化学 1 1 30 

微生物学 l 1 30 

医学概論 l 1 15 

薬理学 2 1 30 

公衆衛生学 2 1 30 
専

疫学専* 2 1 30 
受※(保験※健資印婦格は(選史に択)必国必要家修な試科単験位目の) 

門 基礎看護学概論 1 4 60 
授業科目

基礎看護技術論 1 4 120 
の概要

教 看護過程I 1 1 30 

コミェニケーション論I l 2 60 
育

基礎看護実習 1 1 45 

健康保健概論I 2 4 60 

健康保健概論H 2 1 30 

健康管理論I 2 1 30 

健康管理論II*本 2 1 30 

専
看護の方法論I 2 2 45 

看護の方法論H 2 2 60 

看護過程H 2 l 15 

看護過程E 2 1 15 

門
コミュニケーション論H 2 2 60 

看護実習 I 2 2 90 

看護実習H 2 2 90 

臨床看護論I 3 3 90 

臨床看護論H 3 4 120 

臨床看護論E 3 2 45 

看護の方法論E 3 3 90 

〔第 3表〕



4年制保健学部看護学科の教育課程(その 3) 

授業科目の名称
授業を 単位数

時間数 成績 備 考
行う年次 必修選択自由

看護の方法論N 3 1 30 

看護過程N-a 3 1 15 

看護過程N-b 3 1 15 

看護過程N-c 3 1 15 

看護過程V* 3 1 15 

救命救急看護 3 1 30 

コミュニケーション論皿$ 3 2 60 

臨床看護実習 I 3 4 180 

臨床看護実習E 3 3 135 

臨床看護実習田 3 l 45 

臨床看護実習N 3 3 135 

臨床看護実習V 3 3 135 

臨床看護実習羽 3 2 90 

産業保健論 4 1 15 

リエゾン精神看護学概論 4 1 15 

ターミナル・ケア 4 1 15 
専

{、身障害者看護論
専

4 1 15 

門 家族看護論 4 1 15 

現代医療論 4 l 15 
授業科目

教 看護管理学概論 4 1 15 
の概要 門

育
地域看護学概論市市 4 6 90 

保健相談指導論I車事 4 2 60 

保健相談指導論Hホホ 4 1 30 

看護過程羽市市 4 1 30 

コミュニケーション論VI・* 4 2 60 

地域看護実習指* 4 3 135 

助産学概論ホ 4 1 15 

臨床助産論I・ 4 2 45 

臨床助産論11* 4 2 60 

臨床助産論m* 4 2 60 

助産管理論牟 4 l 30 

助産過程車 4 l 15 

助産実習 I事 4 5 225 

助産実習E事 4 2 90 

研究I 4 2 30 

研究H 4 2 30 

総合実習 4 2 90 

計 89 56 3，975 

言十 107 114 5，655 

〔第 4表〕
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レベル 。l概論 02技桶 03 技南(看護過程) 05 コミュニケーション

レベルI 看護学の基哩
101 基礎看酌護看に護学学学の習極基す論礎る

102 基礎基礎看技護技荷南を論学習 103 看護看融過護の程過学程習I l侃 コ白ミ骨ュニのケ理解シのョ体ン験瞳学I 107 基礎学医看曹習護の実現場習の初体験を全般 する の基礎的掴

胃

レベルE憧畢な人間民営み
201-1 瞳車世人保聞に世のつ間憧い量車て生学I活習士す

初2-1憧康管理論I
非203-1置車曹の車管方理法の論樺を持宇日増習進 205 コミ援ュてりニ助ののケ役曲宇ー割者宙ンをとョの自ン置間論わしE 207ーl看護基実礎実習習的企I看護揖助ブインカルアセス

メ〆卜

る

加2-2看護町方法量I

加 3 看教飾セ護思叩ル育性7老3円Z42E 陣
203-2 看護母過性程の看日護過程

助産

201-2 憧加車理i齢人果現憧老f象E人誼(身看日体草学・心 203-3 看護老過人程の看E護過程 2町2看草老案人曹看護H学実習

レベル目 憧曹の障害 301-1 臨日世程康看護障瞳害I 
加2-1 看世護人，の々R方樟の害捜法蓮助を方田もっ法

初3-1 看護慢性過程期N-a 非加5コミ Aニケーシヨ〆 301-1 臨世床看性瞳問実，習タI 
!危障に の看護過程 論E ーミナ

直解面した人間の理 看壇場面でのコミ ル期

ュニケーション，

実習と間連

初1-2 臨時世荷麿看誼護障)韓害の日 302-1 看護手の鞠の看方相謹法法論，百 303-2 看急護看性過重期程過，裡日「固b檀期の 却下2臨床想性看護期主，胃回fHZ閤
医嘩(要 回檀期

.107-.1 臨a臨臨4a母H4床綱攻EE4棉命看著看初性a 抗2書護忠実争実2実E用習刊胃
却下4""UUN 

3非ω3-0334看護小看過楠周護程期過神の程町の一看看VC 護護週過理程

初)-5 1i"li:lIUV  

初1-1 臨床情神神看i*護看憶論護喪学田概荊量) 
初)-6 IiU !iU¥1 

(糟

レベル日「 特状定iiの対象けおよび 401 救命救空看護

にお る看護

*411 罰産リ薫エ誼保ゾ障ン論輔神*421 看護学

事事本$444443651111心ま現タ代畦ー身障看医ミ害護曹ナ者請誼ル看・重ケ論7 

レベルV 地域看草学 非日l地域看草学四誼

蜘 1開保助地地量閉巴方制域活法仁設池宮術必論1崎革4S7論る優
非日3看護在る過宅看程，護過地11境程

非同5コミュニケーション 非日7地域保看憧護所学実習習
におけ 論E

昨日2-2 グループゲイナミ
ァクス

集団内のコミヰニ

ケシヨ J

レベル¥1 助産学 枠制l助産芋聞論

れ .2-1 助臨臨臨礎床4床動床酌産助基E励榔勧1知産附管産礎量UE診耐殺理業R差陸省占益関のa断術着季eわ李m梼初ま理習る基の

幹603助助謹産過過産程学哩 非日)-1助個産実別実冒的助I産活動
における看

の曹
非日2-2

非日目 3

枠制2-4 神的)-2助助産実産習管理H実習

レベル¥1 Ii，¥究
701 研暗究E究曹Iのの恒作要成， 研究計

持70)研膏究究E 
の実施

レベル¥1 露骨
剖l看護看の管護学理の習学基概本論的な理瞳

加7舵合実習

理圏別まとめの実習

4年制保健学部看護学科の授業科目一覧〔第 5表〕

持 軍択.]1.、惇科目 * 遭択科目



フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
教
育
問
題

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
と
し
て
は
、
第
三
学
年
課
程
へ
の
成
入
学
生

の
大
量
の
編
入
学
が
増
加
し
て
く
る
と
、
学
士
(
看
護
学
)
の
取
得
の
障
害
と

な
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
問
題
が
起
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
日
で
も

ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
教
育
問
題
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

①
一
編
入
学
以
前
に
既
習
し
て
い
た
看
護
経
験
を
再
度
履
修
す
る
こ
と
か
ら
起

っ
て
き
た
自
尊
心
の
低
下
。

②
学
士
(
看
護
学
)

の
取
得
と
、
日
常
の
授
業
へ
の
準
備
に
必
要
な
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
生
活
の
仕
方
の
変
化
。

③
学
士
(
看
護
学
)
の
取
得
に
関
連
し
た
経
費
。

④
看
護
学
部
へ
の
通
学
に
あ
た
っ
て
の
地
理
的
困
難
と
大
学
看
護
部
学
設
置

数
の
不
足
。

⑤
大
学
内
部
で
も
ま
だ
あ
ま
り
馴
染
ま
れ
て
い
な
い
新
顔
の
看
護
学
部
と
い

う
こ
と
か
ら
生
じ
て
く
る
制
約
。

⑥
編
入
学
以
前
に
履
修
済
み
の
科
目
の
単
位
や
成
績
お
よ
び
臨
床
経
験
な
ら

ぴ
に
学
力
検
定
試
験
の
申
請
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
大
学
側
の
単

位
に
読
み
替
え
る
場
合
の
標
準
的
な
基
準
が
な
い
こ
と
。

⑦
病
院
等
で
の
複
雑
な
勤
務
条
件
と
大
学
看
護
学
部
の
授
業
日
程
の
調
整
が

困
難
で
あ
る
こ
と
。

し
た
が
っ
て
大
学
看
護
学
部
教
授
は
、

つ
ね
に
学
士
(
看
護
学
)
取
得
の
た

め
に
看
護
学
科
第
三
学
年
に
編
入
学
し
て
き
た
登
録
看
護
婦
の
成
人
学
生
の
指

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宮
脇
陽
二
一
)

導
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
の
教
育
的
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
学
年
編
入
学
の
成
人
学
生
の
学

業
へ
の
要
求
と
期
待
は
、
通
常
の
現
役
の
学
生
の
そ
れ
と
は
き
わ
め
て
異
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
違
い
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
第
三
学
年
編
入
学
の
成
人
学
生
に
対
す
る
教
育
過
程
は
、

た
ち
ま
ち
が
た
が
た
に
な
っ
て
混
乱
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
学
部
の
教
育
の
や
り
方
と
は
異
な
る
、

新
し
い
成
人
教
育
学
の
原
理
に
基
づ
い
た
、
看
護
教
育
の
機
会
を
、
成
人
学
生

に
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
し
成
人
教
育
学
の
原

理
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
成
人
学
生
の
要
求
や
興
味
や
関
心
な
ど

の
実
態
が
十
分
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
大
学
看
護
学
部
第
三

学
年
に
編
入
学
し
て
き
た
成
人
学
生
の
心
配
や
欲
求
不
満
は
か
な
り
に
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
期

聞
に
お
け
る
学
業
生
活
は
充
実
し
た
も
の
に
な
り
、
ま
た
病
院
等
で
の
勤
務
生

活
の
条
件
も

い
っ
そ
う
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
教
育
課
程

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
パ
ス
市
に

あ
り
、
学
生
数
が
五
千
人
の
地
方
都
市
の
通
学
課
程
の
大
学
で
あ
る
。
こ
の
大

学
は
職
業
技
能
や
知
的
能
力
の
開
発
に
積
極
的
に
取
組
む
教
育
経
験
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て

一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
学
習
要
求
に
応
じ
た
、
学
生
中
心

の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

1m 
4三
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育
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論
集

第
七
号
(
一
九
九
六
年
三
月
)

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
の
全
般
的
な
教
育
目
的
に
沿
っ
て
、
学
土

(
看
護
学
)

の
学
位
を
授
与
す
る
た
め
の
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
が
、
準
学
士
(
看
護

学
)
ま
た
は
看
護
婦
免
許
状
を
取
得
し
た
登
録
看
護
婦
の
専
門
教
養
の
基
礎
を

さ
ら
に
拡
充
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
第
三
学
年
へ
の
編
入

学
生
の
そ
れ
ま
で
の
教
育
や
職
務
経
験
に
基
つ
い
て
、
看
護
と
い
う
仕
事
の
分

析
技
能
と
診
断
技
能
の
発
達
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
教
育
は
、
自
己
決
定
学
習
と
目
標
志
向
学
習

を
通
じ
て
、
看
護
婦
が
臨
床
看
護
の
実
務
に
お
い
て
、
い
っ
そ
う
多
く
の

オ

ト

ノ

ミ

ア

カ

ウ

ン

タ

ピ

リ

テ

ィ

自
律
性
と
社
会
的
責
任
性
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
患
者
に
対
す
る

看
護
の
仕
事
に
お
い
て
創
意
工
夫
を
働
か
せ
る
こ
と
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
後
期
教
育
課
程
に
は
経
営
学
理
論
が
、
看
護
婦
に
よ
る

意
思
決
定
の
役
割
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
て
い
る
事
情
を
考
慮
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
で
は
、
第
三
学
年
に
編
入
学
し
て
き
た
成
人
学

生
は
、
前
期
教
育
課
程
の
第
一
、
第
二
学
年
の
必
修
単
位
数
は
既
に
履
修
済
み

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
前
期
教
育
課
程
の

ク

レ

デ

ィ

ッ

ト

多
く
の
必
修
単
位
数
は
読
み
替
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
学
力
検
定
試
験
に
よ
っ

て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
前
期
教
育
課
程
の
期
間
に
は
、
通
常
の
学
生
は
自
然
科
学
(
数

学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
)
や
人
文
科
学
(
文
学
、
演
劇
論
、
心
理
学
、

哲
学
、
人
間
学
)
や
社
会
科
学
(
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
法
学
、
社
会

学
、
経
済
学
、
統
計
学
)

の
基
礎
知
識
を
履
修
す
る
。
か
く
し
て
看
護
学
部
学

[!Q 
/に

生
は
、
多
様
で
広
範
囲
に
わ
た
る
一
般
教
養
と
、
看
護
専
門
教
養
(
看
護
学
の

理
論
と
そ
の
応
用
と
実
技
と
臨
床
看
護
実
習
)
と
、
看
護
職
務
経
験
と
、
看
護

職
務
に
対
す
る
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
、
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
へ
進
級

し
て
く
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
は
、
必
修
専
門
教
育
科
目

と
し
て
臨
床
看
護
系
の
五
科
目
と
看
護
学
講
義
科
目
系
の
二
科
目
の
合
計
七
科

日
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
必
修
専
門
教
育
科
目
の
ほ
か
に
、
選
択
関
連

科
目
と
し
て
人
文
科
学
や
社
会
科
学
や
行
動
科
学
や
自
然
科
学
や
経
営
学
の
学

系
の

7
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
編
入
学
し
て
き
た
成
人
学
生
の
個
別
的
な

事
情
に
応
じ
て
、
か
な
り
弾
力
的
に
教
育
課
程
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

四

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
学
生
の
実
情

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
に
在
籍
し
て
い
る
登
録
看
護
婦
免
許
状
を
取

得
し
て
い
る
学
生
数
の
合
計
は
一
八
一
人
で
あ
る
。
大
多
数
の
学
生
は
既
婚
婦

人
で
あ
り
、
伝
統
的
な
看
護
婦
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
被
一
雇
用
者
で
あ

る
。
六
一
%
の
学
生
は
六
年
以
上
の
看
護
婦
経
験
者
で
あ
る
。

大
多
数
の
学
生
は
病
院
な
ど
で
の
常
勤
の
被
雇
用
者
で
あ
る
た
め
に
、
看
護

学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
授
業
を
定
時
制
で
受
講
す
る
こ
と
に
な
る
。
約
七

五
%
の
学
生
は
、

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
前
期
教
育
課
程
の
修
了
者

てで
は

前な

霊く
貫他
訴 の
程大
の 母

平安
警霊
平豆
均丁

部
五h-の

面曽
主義
過育
し望
て J王
いの
た修
の了
で者
あ で
るあ
。 てコ



五

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
に
つ
い

て
の
成
人
教
育
学
的
考
察

ア
メ
リ
カ
の
成
人
教
育
学
者
ノ
l
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
成
人
学
習
で
あ
る
か
ど

う
か
を
判
別
す
る
た
め
の
決
め
手
に
な
る
五
つ
の
基
礎
条
件
は
、
次
に
一
不
す
通

り
で
あ
る
。

①
学
習
者
が
し
だ
い
に
自
己
決
定
学
習
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

リ
リ
ノ
ヌ
・
オ
プ
・
ラ
ニ
ン
グ

②
学
習
者
の
経
験
が
豊
か
な
学
習
資
源
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

レ
デ
ィ
屯
不
ス
・
ツ
ラ
ン

③
学
習
者
の
学
習
用
意
性
が
学
習
者
自
身
の
生
活
の
仕
事
か
、

ま
た
は
問

題
か
ら
発
生
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

④
学
習
活
動
の
焦
点
が
職
務
に
し
ぼ
り
こ
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
問
題
中
心

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

⑤
学
習
者
の
学
習
へ
の
動
機
づ
け
が
、
内
発
的
動
機
づ
け
か
、
ま
た
は
好
奇

心
か
ら
起
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
成
人
学
習
の
五
つ
の
基
礎
条
件
が
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程

に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
一
番
目
の
学
習
者
が
し
だ
い
に
自
己
決
定
学
習
を
行
う
よ
う
に
な
る
と

い
う
条
件
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
に
編
入
学
し
て
く
る
成
入
学
生
は
、
数
年
間
に

わ
た
る
看
護
婦
と
し
て
の
職
務
経
験
を
有
す
る
正
規
の
看
護
婦
免
許
状
取
得
者

で
あ
る
。
学
生
は
自
己
決
定
学
習
を
行
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
後
期
教
育
課
程
の
学
業
の
履
修
を
進
め
て
行
く
に
あ
た
っ
て
、

い
っ
そ
う

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宮
脇
陽
三
)

多
く
の
自
己
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
学
年
の
配
当
科
目
で
あ
る
「
基
礎
看
護
学
」
や
「
公
衆
衛
生
学
」
は

第
四
学
年
の
配
当
科
目
で
あ
る
看
護
学
系
科
目
よ
り
も
、
看
護
教
育
体
系
の
全

般
的
な
見
通
し
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
看
護
学
系
の
科
目
を
担
当
す
る
講
師
に

オ
リ
エ
シ
テ

1
ン
ョ
ン

つ
い
て
の
履
修
指
導
も
行
う
の
で
あ
る
。

第
四
学
年
の
配
当
科
目
で
あ
る
「
看
護
管
理
論
」
で
は
、
学
生
は
自
分
に
適

し
た
臨
床
学
習
活
動
を
決
定
し
、
各
臨
床
専
門
領
域
で
の
知
識
や
技
能
に
熟
練

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
臨
床
経
験
の
豊
か
な
、
信
用
の
あ
る
臨
床
指
導

者
(
門
戸

E
Eごロ
g
g「
)
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

学
生
は
、
『
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
履
修
の
手
引
き
」
を
参
照
し
て
、

そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
科
目
で
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
、
臨
床
指
導
者
と
相

談
し
て
、
双
方
の
合
意
が
で
き
た
う
え
で
、
両
者
に
よ
る
学
習
契
約
書
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
看
護
学
部
の
教
授
陣
は
、

い
つ
で
も
学
生
の
臨
床
経
験
に
責
任
を
持
つ

て
お
り
、
も
し
問
題
が
起
っ
た
な
ら
ば
、

い
つ
で
も
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

看
護
学
部
で
の
臨
床
教
育
の
し
め
く
く
り
と
な
る
「
臨
床
看
護
実
習
お
よ
び

総
合
実
習
」
の
科
目
で
は
、
学
習
目
標
の
設
定
ゃ
、
学
習
内
容
の
精
選
と
整
理

ゃ
、
学
習
方
法
の
工
夫
ゃ
、
学
習
評
価
の
仕
方
な
ど
は
、
全
面
的
に
学
生
中
心

で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

学
生
は
臨
床
指
導
者
の
選
定
に
加
え
て
、
臨
床
看
護
学
の
理
論
と
実
胃
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
綿
密
な
学
習
契
約
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
臨
床
看
護

実
習
お
よ
び
総
合
実
習
」
の
科
目
の
指
導
目
標
は
、
学
生
に
自
分
自
身
の
学
習

"" ブL



教
育
学
部
論
集

第
七
号
(
一
九
九
六
年
三
月
)

活
動
の
弱
点
や
不
十
分
な
点
を
診
断
し
た
り
、
ま
た
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課

程
の
修
了
前
に
、
こ
れ
ら
の
学
習
要
求
を
解
決
す
る
た
め
の
見
通
し
を
持
っ
た

り
、
適
切
な
対
策
を
取
っ
た
り
す
る
た
め
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
の
で
あ

る

つ
ぎ
に
一
一
番
目
の
学
習
者
の
経
験
が
豊
か
な
学
習
資
源
に
な
る
と
い
う
条
件

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
教
育
方
針
は
、
学
生
同
士
が
相
互
に
知
識
を

共
有
す
る
こ
と
が
、
学
生
の
心
身
の
成
長
・
発
達
と
社
会
的
責
任
感
を
育
成
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
看
護
学
系
の
科
目
に
は
演
習
(
山
内
E
E
R
)
が
あ
る
。
こ

れ
は
学
生
に
よ
る
知
識
の
共
有
の
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
演
習
は
学
生

主
導
型
で
あ
り
、
教
師
は
集
団
過
程
の
促
進
者
と
し
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
。

看
護
学
講
義
系
の
科
目
に
も
同
じ
よ
う
に
小
集
団
活
動
が
あ
り
、
討
議
の
時

問
も
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
小
集
団
活
動
は
小
集
団
内
の
学
生
の
聞
に
、
知
識

の
共
有
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
学
生
は
、
学
友
や

指
導
者
に
対
し
て
豊
か
な
学
習
経
験
の
資
源
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

学
生
が
豊
か
な
知
識
の
学
習
資
源
で
あ
る
と
い
う
条
件
に
し
た
が
っ
て
、

ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
で
は
学
力
検
定
試
験
に
よ
っ
て
、
学
生
が
編
入
学

以
前
に
習
得
し
て
い
た
知
識
や
技
能
に
つ
い
て
、
後
期
教
育
課
程
の
所
定
科
目

の
単
位
認
定
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
学
看
護
学
部
は

一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
時
に
は
現
職
研
修
や
読
書
や

そ
れ
ら
に
関
連
し
た
学
習
の
努
力
に
よ
っ
て
、
大
学
の
所
定
科
目
の
履
修
で
習

三玉
o 

得
す
る
学
力
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

学
力
検
定
試
験
は
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
学
習
を
証
明
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
に
編
入
学
し
て
き
た

学
生
は
、
看
護
学
の
基
礎
教
育
を
既
に
履
修
済
み
で
あ
り
、
そ
の
う
え
多
数
の

学
生
は
す
で
に
前
期
教
育
課
程
の
必
修
科
目
の
所
定
単
位
数
以
上
の
単
位
を
履

修
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
看
護
学
部
の
前
期
教
育
課
程
の
必
修
科
目
の
単
位
数
に
つ
い
て

は
、
標
準
学
力
検
定
試
験
に
よ
っ
て
読
み
替
え
る
か
、
ま
た
は
書
類
審
査
に
よ

っ
て
単
位
認
定
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
な
お
必
修
科
目
で
は
な
く
、
選
択

関
連
科
目
の
単
位
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
科
目
担
当
指
導
者
は
自
分
で
作
成
し

た
試
験
問
題
に
よ
っ
て
、
そ
の
合
否
を
判
定
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

三
番
目
の
学
習
者
の
学
習
用
意
性
が
学
習
者
自
身
の
生
活
の
仕
事
か
、
ま
た

は
問
題
か
ら
発
生
し
て
き
で
い
る
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

フ

は
生
涯
学
習
者
の
類
型
を
、
①
目
標
志
向
型
と
、

②
活
動
志
向
型
と
、
③
学
習
志
向
型
の
三
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。

①
目
標
志
向
型
の
生
涯
学
習
者
。
こ
れ
は
明
確
な
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た

フ

yレ

(出

O
E
-
p
n・
0

・
)

め
の
手
段
と
し
て
、
教
育
を
利
用
す
る
人
で
あ
る
。
例
え
ば
学
校
教
育
職
員
免

許
状
や
博
物
館
学
芸
員
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、
教
育
学
や
博
物
館
学
を
学

習
す
る
人
で
あ
る
。

②
活
動
志
向
型
の
生
涯
学
習
者
。
こ
れ
は
教
育
目
的
と
は
直
接
に
は
関
係
の

な
い
理
由
で
、
学
習
活
動
に
参
加
す
る
人
で
あ
る
。
例
え
ば
新
し
い
人
と
出
会



い
た
い
と
い
う
よ
う
な
理
由
で
学
習
活
動
に
参
加
す
る
人
で
あ
る
。

③
学
習
志
向
型
の
生
涯
学
習
者
。
こ
れ
は
個
人
の
成
長
・
発
達
や
自
己
啓
発

を
達
成
す
る
た
め
に
学
習
に
参
加
す
る
人
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
に
在
学
す
る
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、

フ

jレ

の
①
番
日
の
目
標
志
向
型
の
学
生
で
あ
り
、
ま
た
学
習
用
意
性
が
学
習
者
自
身

の
生
活
の
仕
事
や
問
題
か
ら
発
生
し
て
き
て
い
る
と
い
う
ノ

l
ル
ズ
の
③
番
目

の
条
件
に
も
、
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
に
在
籍
す
る
大
多
数
の
学
生
は
、
目
標
志
向
型
の
生
涯
学
習
者
で

あ
り
、
ま
た
看
護
専
門
職
員
と
し
て
の
職
能
開
発
と
い
う
学
習
課
題
に
取
組
む

生
涯
学
習
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

学
士
(
看
護
学
)

の
取
得
を
希
望
す
る
、
ほ
と
ん
ど
の
看
護
婦
の
学
習
目
的

は
、
看
護
業
界
内
で
の
地
位
の
昇
進
で
あ
る
。

フ
1
ル
に
よ
れ
ば
、
目
標
志
向

型
の
生
涯
学
習
者
は
、
自
分
の
学
習
活
動
を
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
務
で

活
用
し
、
ま
た
実
務
で
経
験
し
た
課
題
を
大
学
で
再
学
習
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
断
続
的
に
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
学
生
は
、
病
院
等
で
の

専
任
常
勤
の
看
護
職
員
で
あ
り
、
ま
た
学
生
は
既
婚
で
子
供
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
社
会
的
責
任
や
経
済
的
責
任
の
許
す
範
囲
内
で
、
断
続
的
に

定
時
制
で
大
学
の
授
業
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
は
成
人
学
習
者
の
た
め
に
断
続
的
な
教
育
を
、
早
朝
授

業
や
夜
間
授
業
や
週
末
授
業
と
と
も
に
、
夏
学
期
授
業
で
履
修
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
学
生
が
新
た
に
、
も
っ
と
好
都
合
な
授
業
日
時
を

要
求
し
て
き
た
時
に
は
、
看
護
学
部
は
そ
の
都
度
、
学
生
の
希
望
に
で
き
る
だ

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宵
脇
陽
三
)

け
応
じ
る
よ
う
に
授
業
日
時
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
番
目
の
学
習
活
動
の
焦
点
が
職
務
に
し
ぼ
り
こ
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
間

題
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
学
生
は
、
学
習
に
関
連
し
た
事
柄
に
対
し

て
、
つ
ね
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
取
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
各
科
目
の
講
義

概
要
に
は
期
待
さ
れ
る
学
習
成
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
臨
床
看
護
実

習
は
問
題
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
学
習
課
題
を
解
決
す
る
の
か
、
ま
た

ど
ん
な
仕
事
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で
遂
行
し
て
い
く
の
か
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
後
期
教
育
課
程
の
「
基
礎
看
護
学
」
は

第
三
学
年
編
入
学
生
を
対
象
と
し
て
、
成
人
学
習
者
の
特
質
を
考
慮
し
た
う
え

の
取
得
を
希
望
す
る
学
生
が
直
面
す
る
よ
う
な
問
題
、

で
、
学
土
(
看
護
学
)

例
え
ば
試
験
の
受
験
に
あ
た
っ
て
の
心
得
や
、
時
間
管
理
な
ど
も
取
扱
っ
て
お

り
、
再
入
学
し
て
き
た
学
生
の
、
生
き
残
り
の
た
め
の
科
目
と
し
て
開
発
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

「
基
礎
看
護
学
」
科
目
は
、
現
代
の
看
護
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
諸
問
題

を
学
習
す
る
た
め
に
、
相
等
な
授
業
時
間
を
配
当
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
看

護
学
部
学
生
は
、
と
く
に
自
分
自
身
の
臨
床
看
護
の
経
験
に
直
接
に
関
連
し
て

い
る
問
題
や
事
象
を
選
び
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
学

習
し
て
、
自
分
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
提
案
す
る
研
究
の

現
況
報
告
書
を
作
成
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
五
番
目
の
学
習
者
の
学
習
へ
の
動
機
づ
け
が
、
内
発
的
動
機
づ
け

か
、
ま
た
は
好
奇
心
か
ら
起
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
考
察
し
て

豆呈



教
育
学
部
論
集

第
七
号
(
一
九
九
六
年
三
月
)

み
よ
う
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
多
く
の
学
生
は
、
も
ち
ろ
ん
評
点
に
よ
っ

て
測
定
さ
れ
る
学
業
成
績
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
ま
た
学
習
が
自

分
自
身
の
生
き
方
に
、
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
関
心
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
学
生
は
、
「
何
か
新
し
い
事
柄
を
学
ん
で
い
る
自
分
を
好
ま

し
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
か
、
継
続
教
育
を
や
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
さ
ら
に
い
っ
そ
う
専
門
職
業
人
ら
し
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
」
と
い

う
よ
う
な
、
自
分
自
身
の
内
発
的
動
機
づ
け
に
触
れ
た
記
述
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。学

生
の
好
奇
心
も
ま
た
学
習
の
強
い
動
機
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
学

生
が
ど
ん
な
臨
床
看
護
実
習
を
選
択
し
た
か
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
判
明
す
る
の

で
あ
る
。
臨
床
指
導
者
と
し
て
助
産
婦
(
ロ
ロ
門
的
巾

E
己
5
P
)
を
選
ん
だ
、
あ

る
学
生
の
理
由
は
、
「
わ
た
く
し
は
い
つ
も
助
産
婦
は
何
を
す
る
の
か
、
ま
た

従
来
の
助
産
婦
と
は
ど
う
違
う
の
か
を
、

い
つ
も
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ
l
ル
ズ
は
成
人
学
習
の
五
つ
の
条
件
と
と
も
に
、
成
人
教
育
の
範
型
に
必

要
な
、
六
つ
の
条
件
を
あ
げ
て
い
る
。
成
人
教
育
の
範
型
の
六
つ
の
条
件
は
、

次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

①
学
習
者
が
学
習
し
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

②
学
習
者
が
学
習
計
画
を
お
互
い
に
立
案
し
て
い
け
る
よ
う
な
し
く
み
を
つ

/
¥
る
こ
〉
}
。

③
学
習
者
が
学
習
目
的
を
お
互
い
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

三EL

」と。④
学
習
者
が
学
習
契
約
書
を
立
案
し
た
り
、
学
生
の
自
主
研
究
計
画
を
含
む

学
習
計
画
の
腹
案
を
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
学
習
者
が
適
当
な
技
術
と
資
源
を
活
用
し
て
、
学
習
を
経
験
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
図
っ
て
あ
る
こ
と
。

⑥
学
習
者
が
学
習
し
た
成
果
を
自
己
評
価
し
た
り
、
ま
た
学
習
者
の
学
習
要

求
を
再
診
断
し
た
り
す
る
こ
と
。

ノ
l
ル
ズ
は
学
習
過
程
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
教
師
と
学
習
者
の
相
互
の

イ

ン

ボ

ル

プ

メ

ン

ト

心
の
触
れ
あ
い
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
か
れ
は
教
師
と
学
習
者
が

お
互
い
に
話
し
合
っ
て
納
得
し
た
う
え
で
の
学
習
契
約
書
の
作
成
が
、
最
も
成

功
し
た
学
習
方
法
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
学
習
契
約
書
に
基
づ

く
学
習
活
動
で
は
、
学
習
者
は
学
習
目
的
や
学
習
活
動
を
自
分
の
学
習
目
的
で

あ
り
、
自
分
自
身
の
学
習
活
動
と
し
て
取
組
む
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
う
え
学
習
契
約
書
の
作
成
に
よ
っ
て
、
学
生
は
自
分
自
身
が
取
組
む
学
習
活

動
の
全
体
の
見
取
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
の
学
生
が
、
学
習
契
約
書
を
作
成
す
る
よ
う

一
九
八
二
年
の
「
臨
床
看
護
実
習
」
科
目
の
履
修
登
録
の
時

期
か
ら
で
あ
る
。
学
生
に
は
「
臨
床
看
護
実
習
」
科
目
の
講
義
概
要
が
与
え
ら

に
な
っ
た
の
は
、

れ
た
。
「
講
義
概
要
」
に
は
臨
床
看
護
実
習
の
講
義
と
臨
床
看
護
実
習
に
つ
い

て
の
一
般
的
な
案
内
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

学
習
契
約
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は

ノ
l
ル
ズ
の
成
人
学
習
の
五
つ
の
基

礎
条
件
を
厳
密
に
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

最
初
の
聞
は
、
学
生
は
学
習
の
責
任
が
す
べ
て
自
分
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
た



め
に
怒
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
冷
静
に
な
っ
て
か
ら
は
、
学
生
は
白
分
が
履

修
し
た
い
と
思
う
科
目
を
、
ど
ん
な
臨
床
看
護
系
科
目
か
ら
で
も
、
ま
た
ど
ん

な
看
護
学
講
義
系
科
目
か
ら
で
も
、
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

構
想
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

学
生
は
自
分
自
身
の
学
習
目
標
を
、
自
分
の
学
習
要
求
に
つ
い
て
個
人
的
診

断
に
基
づ
い
て
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
学
生
は
自
分
の
学
習

目
標
に
適
し
た
学
習
方
法
を
工
夫
し
た
。
学
生
は
学
習
目
標
が
ど
の
程
度
ま
で

達
成
さ
れ
た
か
を
評
価
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。フ

ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
に
お
け
る
「
臨
床
看
護
実
宵
」
科

日
の
学
習
契
約
書
の
事
例
は
、
(
第
6
表
〕
(
ゲ

N

∞N
I
N

∞ω
)
に
示
す
通
り
で
あ

る
学
生
と
指
導
者
と
講
師
は
、
学
習
契
約
書
の
内
容
を
徹
底
的
に
再
検
討

し
討
議
し
た
。
「
臨
床
看
護
実
習
」
科
目
の
修
了
に
あ
た
っ
て
、
学
生
は
、
自

分
の
興
味
の
あ
る
学
習
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
事
柄

を
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
学
習
契
約
書
を
作
成
し
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
と
認
め
た
の
で
あ
る
。

学
習
契
約
書
の
作
成
は
時
聞
が
か
か
る
し
、
ま
た
最
初
の
聞
は
学
生
や
教
師

が
混
乱
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
学
習
契
約
書
の
作
成
は
、
こ
れ
ま
で
の

教
室
の
授
業
で
は
必
ず
し
も
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
共
同
作
業
の
精
神
と

責
任
感
を
産
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
学
習
環
境
は
形
式
張
ら
な
い
雰
囲
気
に
な
り
、
自
由
な
討
議
や

信
頼
や
相
互
の
尊
敬
が
み
な
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
看
護
学
部
教
授

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宮
脇
陽
三
)

り陣
、は

学、

生学
が生
聞 を
心臨

を~
持看
イコ ョヨお

プ実
ド習
る羽一間百

害年

z主z手
議る
す同
る僚
ょと
つ見
にる
奨 よ
励う
しに
た な

の
で
あ
る
。

後
期
教
育
課
程
の
学
生
は
、
「
臨
床
看
護
論
」
科
目
や
「
臨
床
看
護
実
習
」

科
目
等
の
科
目
を
担
当
す
る
臨
床
実
習
指
導
者
を
自
分
で
選
択
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
科
目
の
学
習
契
約
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
臨
床
実
習
指
導

者
と
大
学
講
師
と
学
生
の
三
者
は
、
徹
底
的
な
交
渉
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
「
臨
床
看
護
実
習
」
科
目
の
学
習
契
約
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
実

習
内
容
に
つ
い
て
の
細
部
に
わ
た
る
綿
密
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

看
護
学
部
の
す
べ
て
の
専
門
教
育
科
目
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
多
種
多
様

な
教
育
方
法
が
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
学
生
は
、
看
護
学
講
義
科
目
や
臨
床

看
護
実
習
科
目
等
の
全
科
目
の
履
修
に
あ
た
っ
て
は
、
学
生
自
身
の
看
護
学
課

題
研
究
(
官
。
』
巾
己
)
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
学
生
は
、
「
看
護
学
研
究
」
科
目
で
は
、
看
護
学
研
究
論
文
か
ら

二
編
の
論
文
を
自
分
で
選
定
し
て
、
論
文
の
要
旨
と
自
己
の
所
見
を
書
い
た
報

告
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
学
生
の
研
究
報
告
書
は
、
学
級
で
の

授
業
時
間
中
に
他
の
学
生
に
も
回
覧
さ
れ
た
り
、
ま
た
学
生
同
士
で
の
情
報
交

換
が
、
専
門
看
護
学
会
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
自
由
研
究
発
表
ゃ
、
課
題
研

究
発
表
ゃ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
パ
、
不
ル
・
デ
イ
ス
カ
ッ
シ

ヨ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
看
護
管
理
学
」
科
目
で
も
ま
た
、
学
生
の
研
究
意
欲
を
育
成
す
る
た
め
に

論
文
作
成
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
学
生
は
、
臨
床
看
護
実
習
で
体
験
し

た
地
域
保
健
所
等
の
役
割
を
分
析
し
て
、
そ
の
長
所
と
短
所
を
指
摘
し
た
り
、

"E玉
吉
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豆王

"" 

学期 1982年夏

学習目標 学習手順と方法 実績の証明 目標完了日 評価方法

本学期の終了時に

学生は以下のこと

ができる

(1)幼児の心臓病ア 82年6月 1日に子供病院 臨床指導者に新生児の心 '82年 指導者による私

セスメントを行う で，新生児の心臓ケアに 臓病の正確なアセスメン 7月22日 の臨床実習評価

関するオリエンテーショ トを実際にやって見せる

ンに出席する

子供病院の心臓病クリ 心臓病アセスメントを行 指導者と講師に

ニックで 2時間実習する う際の重点項目を含む簡 よる心臓病アセ

単な概要を書く スメントの実施

概要の評価

臨床指導者の監督のもと 臨床分野でなされた心臓 講師による経過

で，各臨床実習日に集中 病アセスメントの経過記 記録入力の再検

治療室て¥最低 2事例の 録を入力したものを再検 言す

幼児の心臓病アセスメン 討する

トを行う

(2)スタッフ，内科 指導者のコミュニケー 指導者と教授に利用され '82年 臨床の場で使用

医，同僚，家族と ション技能を観察する るコミュニケーションス 8月 1日 した私のコミュ

のコミュニケー タイルの型の経過記録日 ニケーション技:

ション技能が向上 コミュニケーションに関 誌のインプット 能に対する指導

する する交流分析や理論と文 者の書面による

献を再検討する 評価

同意を得た後で，集中治 同僚や講師が私について 学期の始めと終

療室の幼児の家族とのイ 書き込む効果的コミュニ わりにおける教

ンタビューを 2事例録音 ケーションの査定基準の 授と同僚による

する 開発 評価(査定基準 l

指導者，講師，同僚から を用いて)

コミュニケーションの有

効性についてフィード

パックを受ける

臨床看護実習科目名学習者氏名



ま
た
地
域
保
健
所
等
の
保
健
機
関
の
改
善
の
可
能
性
を
査
定
し
評
価
す
る
こ
と

を
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

学
生
は
、
病
院
や
地
域
保
健
所
等
の
看
護
の
現
場
に
お
け
る
看
護
技
術
の
模

や
役
割
実
演

(E-m
立
ミ
吉
岡
)

内
部
で
の
葛
藤
を
処
理
し
た
り
、
看
護
に
つ
い
て
の
面
接
相
談
指
導
を
行
っ
た

範
競
技
(
間
5
5
m
)

を
通
じ
て
、
医
療
組
織

り
、
看
護
の
実
績
を
評
価
し
た
り
す
る
と
い
う
看
護
管
理
技
術
を
実
習
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
公
衆
衛
生
学
」
科
目
で
は
、
学
生
は
、
自
主
研
究
課
題
を
選
定
し
、
そ
の

研
究
成
果
を
適
当
な
聴
き
手
に
発
表
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
科
目
を
受
講
中
の
あ
る
学
生
は
、

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
で
の
地
域
福
祉
事
業

の
た
め
の
全
学
共
同
募
金
活
動
の
期
間
中
に
、
看
護
学
部
以
外
の
他
学
部
の
学

生
に
対
し
て
、
「
な
ぜ
看
護
学
士
の
取
得
の
た
め
に
、
多
数
の
看
護
婦
が
学
ん

で
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
口
頭
発
表
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

臨
床
看
護
実
習
等
の
科
目
の
学
習
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
学
生
側
で
評

価
の
対
象
に
な
る
看
護
の
実
績
の
資
料
を
収
集
し
整
理
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る

セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
で
あ
る
。
学
生
が
最
初
に
自
己
評
価
を
行
い
、
次
い
で
講
師
、
場
合
に
よ

つ
て
は
臨
床
指
導
者
の
評
価
も
加
え
て
、
学
生
と
講
師
、
ま
た
は
学
生
と
講
師

と
臨
床
指
導
者
の
三
者
に
よ
る
最
終
評
価
の
協
議
の
場
で
討
議
す
る
の
で
あ

る
。
す
べ
て
の
評
価
資
料
は
同
等
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
学
習
者
の
学
習
目
標

と
科
目
の
指
導
目
標
へ
の
到
達
度
等
か
ら
一
評
定
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
終
一
評
価
の
協
議
の
場
で
は
、
学
習
者
の
学
習
要
求
に
つ
い
て
再
診
断
が
行

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
学
習
者
の
学
習
要
求
に
つ
い
て
の
再
診
断
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
学
習

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宮
脇
陽
二
一
)

者
に
と
っ
て
未
解
決
の
学
習
要
求
に
対
応
し
た
、
次
期
の
学
習
計
画
の
作
成
の

た
め
の
作
業
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

学
生
は
、
自
分
自
身
の
学
習
要
求
ま
た
は
取
組
む
べ
き
問
題
に
関
連
し
た
看

護
分
野
を
、
次
期
の
看
護
学
専
門
科
目
の
担
当
教
師
に
関
連
す
る
責
任
を
持
つ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
看
護
学
専
門
科
目
の
学
習
過

程
の
継
続
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

什
成
人
学
習
者
の
特
質
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
常
の
学
士
課

程
と
は
異
な
る
学
士
(
看
護
学
)
謀
程
の
授
業
を
担
当
す
る
教
師
と
学
生
に
と

つ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

看
護
学
部
で
の
学
習
へ
の
動
機
づ
け
や
刺
激
を
与
え
る
学
習
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
多
様
な
創
造
的
な
教
育
方
法
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
看
護
学
部
学
生
の
学
習
要
求
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
、
時
に
は
困
難

な
こ
と
で
あ
り
、
学
生
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
し
か
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

口
成
人
学
習
者
は
、
最
初
の
聞
は
、
教
師
と
学
生
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
確

立
さ
れ
る
ま
で
は
、
ど
ん
な
自
己
決
定
学
習
の
機
会
か
ら
も
、
精
神
的
な
打
撃

を
受
け
て
、
混
乱
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

暦
年
齢
で
は
成
人
学
習
者
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
看
護
学
部
第

三
一
学
年
編
入
学
の
学
生
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
習
経
験
を
通
じ
て
、
指
図
や

指
導
助
言
を
講
師
に
依
存
す
る
よ
う
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

3i 
ヨE
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る
。
そ
れ
ゆ
え
最
初
か
ら
学
生
に
自
己
決
定
学
習
を
行
う
よ
う
に
期
待
す
る
こ

と
は
無
理
な
の
で
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
成
人
学
者
の
個
別
的
な
学
習
要
求
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

ヌ
e

ア
叶
イ
シ
メ
ン
ト

り
、
ま
た
個
別
的
な
学
習
目
的
が
、
多
様
な
教
育
方
法
や
科
目
別
課
題
割
当

学
習
を
通
じ
て
、
達
成
さ
れ
た
後
に
始
め
て
、
成
人
学
習
者
は
自
己
決
定
学
習

を
行
う
段
階
へ
移
行
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
成

入
学
習
者
に
対
し
て
成
人
教
育
学
の
原
理
を
適
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。

白
成
入
学
習
者
が
新
し
い
知
識
を
獲
得
し
た
り
、
自
分
の
考
え
方
を
再
検
討

し
た
り
、
既
定
の
真
理
の
考
え
方
に
挑
戦
し
た
り
す
る
よ
う
に
動
機
づ
け
ら
れ

る
の
は
、
学
習
経
験
が
個
別
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
弾
力
的
に
習
得
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
場
合
だ
け
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
大
学
看
護
学
部
が
現
職
の
成
人
の
看
護
婦
免
許
状
取
得
者
を

第
三
学
年
編
入
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
成
人
教
育
学
の
原

理
を
活
用
し
た
学
習
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
ま
た
教
師
と
学
生
の
聞
に
、
同
好

者
意
識
と
相
互
尊
重
の
精
神
が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
価
値

の
あ
る
看
護
教
育
経
験
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

(
一
九
九
五
・
九
・
コ
一

O
稿
)
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第
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頁
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)

九
九

(
平
成
三
)
年

A
出
刃

ー

拙
稿
「
成
人
教
育
者
の
役
割
」
(
南
津
貞
美
編
『
幻
世
紀
を
展
望
す
る
教
育
』

ムノ、

二
一
七
一
頁
所
収
)
晃
洋
書
房
、

一
九
九
四
(
平
成
六
)
年

【
備
考
}

文
中
の

)
内
の
数
字
は
、
文
献
番
号
と
文
献
引
用
頁
数
を
一
不
す
。

な
お
本
稿
は
平
成
七
年
度
悌
教
大
学
学
会
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
る
「
生
涯
学
習
社

会
に
お
け
る
指
導
者
養
成
教
育
制
度
」
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

(
み
や
わ
き
ょ
う
ぞ
う

社
会
教
育
学
科
)

二
九
九
五
年
十
月
二
五
日
受
理
)

大
学
看
護
学
部
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
成
人
教
育
学
的
考
察
(
宵
脇
陽
三
)
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